
平成30年台風第21号

沿岸海洋・防災研究部 津波・高潮災害研究官

熊谷兼太郎

国総研講演会 パネルディスカッション
平成30年12月4日（火） 14:15～15:45

「大規模災害に対して、どのように向き合うか」



①研究者の派遣と現場対応の支援
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沿岸海洋・防災研究部

（平成30年台風第21号）



台風21号について

3出典：大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会，国土交通省近畿地方整備局，第1回，資料-2，平成30年9月19日，
http://www.pa.kkr.mlit.go.jp/information/takasiotaisaku.html



港湾土木施設の被害

4出典：大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会，国土交通省近畿地方整備局，第1回，資料-3，平成30年9月19日，
http://www.pa.kkr.mlit.go.jp/information/takasiotaisaku.html



研究者の派遣と現場対応の支援
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兵庫県・大阪府・和歌山県の6港湾について延べ12日・28人の体制で，国立
研究開発法人海上・港湾・航空技術研究所と協力しながら，現地調査を実施
（神戸港，尼崎西宮芦屋港，大阪港，阪南港，堺泉北港，和歌山下津港）

現地調査に基づく被害状況，それに関連する研究上の知見及び高潮の数値
シミュレーション結果について近畿地方整備局へ提供など

土木学会海岸工学委員会に設置された災害調査団（台風21号沿岸災害調査
団，団長：京都大学 森信人先生）に参画
http://www.coastal.jp/ja/index.php

現地調査

現場対応の支援

土木学会調査団への参画



土木学会・台風21号沿岸災害調査団
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・淡路島南，和歌山港付近で4mを超える浸水高（波浪の影響を含む）
・大阪港で3.5～4.0mぐらいの浸水高（多少の波浪成分を含む）．
波浪による影響を加えると最大5m以上の浸水高

・西宮～神戸で2.0～3.0mぐらいの浸水高（多少の波浪成分を含む）．

出典：土木学会海岸工学委員会・台風21号沿岸災害調査団

高潮偏差
（ただし，一部は波浪の影響を含む）

スケール：5 m



②対策実施にあたっての技術的助言
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沿岸海洋・防災研究部

（平成30年台風第21号）



港湾における高潮リスク低減方策検討委員会
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沿岸海洋・防災研究部は，本省及び関東・中部・近畿の各地方整備局の
委員会に委員として参画し，技術的助言を行っている

図の出典：大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会，国土交通省近畿地方整備局，第1回，資料-2，平成30年9月19日，
http://www.pa.kkr.mlit.go.jp/information/takasiotaisaku.html



港湾の堤外地等における高潮リスク低減方策ガイドライン

9出典：港湾の堤外地等における高潮リスク低減方策検討委員会，国土交通省港湾局，ガイドラインの概要説明資料より，
平成30年2月，http://www.mlit.go.jp/kowan/kowan_fr7_000071.html



フェーズ別高潮対応計画

10出典：港湾の堤外地等における高潮リスク低減方策検討委員会，国土交通省港湾局，ガイドラインの概要説明資料より，
平成30年2月，http://www.mlit.go.jp/kowan/kowan_fr7_000071.html



エリア減災計画

11出典：港湾の堤外地等における高潮リスク低減方策検討委員会，国土交通省港湾局，ガイドラインの概要説明資料より，
平成30年2月，http://www.mlit.go.jp/kowan/kowan_fr7_000071.html



③防災・減災対策を高度化する研究
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沿岸海洋・防災研究部

（平成30年台風第21号）



ふ頭から海上へのコンテナ流出
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神戸港六甲アイランド，大阪港南港地区を中心に計約70個のコンテナが流出

六甲アイランドR・Iバース付近 平成30年9月4日14:18
引用：毎日新聞「写真特集」
https://mainichi.jp/graphs/20180904/hpj/00m/040/001
000g/18

安治川河口（ホテルシーガルてんぽーざん大阪付近）
平成30年9月4日14:45
MBSテレビのニュース映像を大阪港湾・空港整備事務所が撮影



流出したコンテナの漂着・沈没箇所

14出典：大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会，国土交通省近畿地方整備局，第1回，資料-4，平成30年9月19日，
http://www.pa.kkr.mlit.go.jp/information/takasiotaisaku.html

神戸市～西宮市，大阪市の沿岸域に広範囲に漂着，一部は海域に沈没



航路啓開の状況

15出典：大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会，国土交通省近畿地方整備局，第1回，資料-4，平成30年9月19日，
http://www.pa.kkr.mlit.go.jp/information/takasiotaisaku.html

漂流物の発生に伴い，例えば神戸港では最大約4日間は船舶航行を制限



防災・減災対策を高度化する研究

16

・既往の災害事例もふまえた流出リスクの評価
（平成16年・水島港の高潮，平成21年・三河港の高潮，平成23年・東北地方太平洋沖地震津波）

・流出防止のための事前対策の検討

ふ頭から海上へのコンテナ流出の対策

漂着・沈没したコンテナの迅速な回収

・回収体制の整備に関する知見の共有などを通じた各港への技術的支援
・漂流物シミュレーション（港湾空港技術研究所が実施）

出典： JSCE Disaster Fact Sheet, http://committees.jsce.or.jp/disaster/FS2013-T-0003


